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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第47期
第１四半期
連結累計期間

第48期
第１四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 2,929,035 2,518,866 10,545,625

経常利益又は経常損失（△） (千円) 175,732 △61,550 151,369

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益又は親会社株主に帰属す
る四半期純損失（△）

(千円) 113,189 △43,959 37,701

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 110,440 △46,253 32,042

純資産額 (千円) 7,247,820 6,836,467 7,026,032

総資産額 (千円) 15,002,850 14,208,357 14,279,822

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) 9.48 △3.68 3.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ─ ─

自己資本比率 (％) 48.3 48.1 49.2
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (１)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等、緩やかな景気回復が期待されてお

りますが、消費者の節約志向は続いており、個人消費については引き続き不透明な状況で推移いたしました。

このようななか、当社グループでは商品構成や広告施策を見直すとともに、新形態の催事を実施するなど、積極的

な営業活動を実施してまいりました。当社グループにおける各事業部門別の状況は次のとおりであります。

 

〔和装関連事業〕

　「振袖」販売およびレンタルについては、来店者数の回復に向けて広告プロモーションの強化を図り、来店者数

は増加したものの、成約率・平均単価が低下したため、受注高としては前年同期比8.6％減となりました。また、既

存顧客を対象とした「一般呉服」等の受注高については、新たな催事を投入した効果もあり、前年同期比1.5％増と

なりました。

以上により、和装関連事業の受注高は、前年同期比2.0％減の2,355百万円となりました。また売上高（出荷高）に

ついては、14.0％減の2,416百万円となりました。

利益面においては、粗利益率は前年同期と比べ0.4ポイント低下し63.2％となりました。販売費及び一般管理費につ

いては、前期末で３店舗を閉店したこともあり人件費が減少したものの、前述のとおり売上高が減少したことによ

り、対売上高比では8.4ポイント上昇いたしました。この結果、和装関連事業の営業損失は159百万円（前年同期は

営業利益61百万円）となりました。

 

〔金融サービス事業〕

金融サービス事業については、売上高は前年同期比15.0％減の102百万円、営業利益は15.6％減の72百万円となりま

した。

 

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は前年同期比14.0％減の2,518百万円、営業損失は85百

万円（前年同期は営業利益148百万円）、経常損失は61百万円（同　経常利益175百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純損失は43百万円（同　親会社株主に帰属する四半期純利益113百万円）となりました。
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(２)財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.3％減少し、9,888百万円となりました。これは、現金及び預金が48百

万円、割賦売掛金が128百万円それぞれ減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、4,319百万円となりました。これは、敷金及び保証金が29

百万円増加したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％減少し、14,208百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.8％増加し、7,140百万円となりました。これは、買掛金が81百万円、

販売促進引当金が45百万円それぞれ増加し、前受金が119百万円、賞与引当金が105百万円それぞれ減少したことな

どによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.7％減少し、231百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.6％増加し、7,371百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.7％減少し、6,836百万円となりました。これは、利益剰余金が187百

万円減少したことなどによります。

 

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(４)研究開発活動

該当事項はありません。

 

(５)従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(６)受注、販売及び仕入の状況

当第１四半期連結累計期間において、受注、販売及び仕入の状況の著しい変動はありません。　

 

(７)主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。　

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,612,000

計 72,612,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,498,200 同左
東京証券取引所
（市場第１部）

単元株式数は
100株であります。

計 15,498,200 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 15,498,200 ― 1,215,949 ― 1,547,963
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 3,555,600
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式11,929,100
 

119,291 ―

単元未満株式 普通株式 13,500
 

― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 15,498,200 ― ―

総株主の議決権 ― 119,291 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 東京都中央区日本橋
大伝馬町14番１号

3,555,600 ― 3,555,600 22.9
京都きもの友禅株式会社

計 ― 3,555,600 ― 3,555,600 22.9
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日をもって、EY新日本有限責任監査法人に名称を変更しておりま

す。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,548,181 3,499,403

  売掛金 9,676 17,213

  割賦売掛金 4,237,921 4,109,695

  商品及び製品 1,498,714 1,496,236

  原材料及び貯蔵品 15,650 19,674

  その他 712,935 746,416

  流動資産合計 10,023,080 9,888,639

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 518,407 518,407

   その他（純額） 342,831 338,980

   有形固定資産合計 861,238 857,387

  無形固定資産 35,752 39,926

  投資その他の資産   

   投資有価証券 354,267 350,960

   差入保証金 2,052,850 2,052,850

   敷金及び保証金 740,635 770,611

   その他 211,998 247,982

   投資その他の資産合計 3,359,751 3,422,404

  固定資産合計 4,256,742 4,319,718

 資産合計 14,279,822 14,208,357
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 176,194 257,842

  未払法人税等 － 28,420

  前受金 1,626,530 1,506,987

  預り金 3,699,677 3,671,479

  賞与引当金 205,090 100,000

  販売促進引当金 87,520 132,900

  割賦未実現利益 618,659 592,478

  資産除去債務 17,688 －

  その他 584,298 849,983

  流動負債合計 7,015,657 7,140,091

 固定負債   

  長期未払金 6,540 －

  資産除去債務 231,593 231,798

  固定負債合計 238,133 231,798

 負債合計 7,253,790 7,371,890

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,215,949 1,215,949

  資本剰余金 1,708,256 1,708,256

  利益剰余金 7,421,365 7,234,095

  自己株式 △3,335,638 △3,335,638

  株主資本合計 7,009,932 6,822,662

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 16,099 13,805

  その他の包括利益累計額合計 16,099 13,805

 純資産合計 7,026,032 6,836,467

負債純資産合計 14,279,822 14,208,357
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,929,035 2,518,866

売上原価 1,058,371 920,355

売上総利益 1,870,663 1,598,511

販売費及び一般管理費 1,722,650 1,684,408

営業利益又は営業損失（△） 148,013 △85,896

営業外収益   

 受取利息 130 122

 受取配当金 1,787 1,545

 信販取次手数料 22,183 18,959

 雑収入 3,979 4,955

 営業外収益合計 28,081 25,583

営業外費用   

 支払利息 － 854

 雑損失 361 382

 営業外費用合計 361 1,236

経常利益又は経常損失（△） 175,732 △61,550

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

175,732 △61,550

法人税、住民税及び事業税 94,292 17,086

法人税等調整額 △31,750 △34,677

法人税等合計 62,542 △17,590

四半期純利益又は四半期純損失（△） 113,189 △43,959

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

113,189 △43,959
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 113,189 △43,959

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △2,749 △2,294

 その他の包括利益合計 △2,749 △2,294

四半期包括利益 110,440 △46,253

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 110,440 △46,253

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(追加情報)

 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 15,271千円 11,355千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

 

１ 配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 358,279 30 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

 (2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

 

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

 

１ 配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 143,310 12 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

 (2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高      

 外部顧客への売上高 2,808,989 120,045 2,929,035 ― 2,929,035

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 3,678 3,678 △3,678 ―

計 2,808,989 123,723 2,932,713 △3,678 2,929,035

セグメント利益 61,948 86,309 148,257 △244 148,013
 

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高      

 外部顧客への売上高 2,416,826 102,040 2,518,866 ─ 2,518,866

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

─ 3,443 3,443 △3,443 ─

計 2,416,826 105,483 2,522,309 △3,443 2,518,866

　セグメント利益又は
　損失（△）

△159,349 72,815 △86,534 637 △85,896
 

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎

項目

前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日

至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日

 至 平成30年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期
　純損失金額(△)(円)

9.48 △3.68

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社
株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

113,189 △43,959

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純損失金額(△)(千円)

113,189 △43,959

普通株式の期中平均株式数(株) 11,942,636 11,942,536
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成30年８月２日

京都きもの友禅株式会社

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 森　　田　　高 　弘 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　　川　　高　　史 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京都きもの友禅

株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日か

ら平成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京都きもの友禅株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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